
 

 

 

 

 

 

今中たより 15  
令和７年１月７日 

今帰仁中学校 
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生徒会引継ぎ式 

３学期始業式後には、第２２代生徒会執行部から第２３代生徒会執行部への引継ぎ式が行われました。第２２代

執行部はどの行事においても全校生徒の先頭に立ち、時には目立たないところでも活動をしながら生徒会の伝統

を引き継ぎ発展させるために頑張ってきました。特に今年度は、NO 制服 DAYを２回にわたり開催し、校則の意

義やルールを守ることの大切さ、一人一人の個性を尊重することなどを全校生徒に気づかせてくれました。また、

SHOGEN さんをお招きして全国の中学校初となるペイントアートイベント開催し、事前の計画から準備、当日の

運営を中心になって担ってくれました。このように新たなことに挑戦し続け、より良い今帰仁中学校をつくり上

げるために大変努力した執行部の皆さんでした。引き継ぐ第２３代執行部の皆さんには、これまでの伝統を引き

継ぎながら、新しい生徒会らしさ、自分たちらしさを発揮してくれることを期待したいと思います。 

 

３学期スタート 

 １月７日（火）、３学期の始業式が行われました。約２週間の冬休みでしたが事故などもなく有意義に過ご

せたことと思います。体育館に集合した全校生徒は落ち着き、新学期（令和７年）の良いスタートとなりまし

た。さて、始業式では、各学年代表・生徒会の決意発表があり、１年生は「学年末テストでは苦手な

教科の勉強を頑張り、２学期よりも良い結果を残すこと、これまで支えてくれた３年生を気持ちよく

送ること、２年生になる自覚を持つこと」、２年生は、「仲の良さ、協力できること、団結できること

などの良いところをさらに伸ばしていくとともに、授業中の私語、メリハリのなさ、けじめをつける

ことは、成長していくために改善していくこと」、３年生は「時間を守り、身なりを整えるなど、受

験に向けて意識を高めていくこと、残り２か月の期間を高校入試に向けて勉強を頑張ること、いい思

い出を作り有意義な３学期にしていくこと」、生徒会執行部からは「新しく引き継ぐ生徒会への期待

と卒業式を成功させること」などの発表がありました。３学期は学年のまとめをするという大事な学

期になります。これまでの振り返りをもとに、今後の見通しを持ち、３学期（令和７年）の新たな目標

を定め、一日一日を大切に楽しく充実した学校生活を過ごしてほしいと思います。また、今年はへび年で

す。執念深い、怖いなどのイメージが強い蛇ですが、しばらく食べなくても多少傷があっても生きられる

ことから強い生命力の象徴として、また、脱皮を繰り返して生まれ変わるようにへび年は、新しい始まり

や変化を意味しているそうです。３学期終了とともに、生徒の皆さんにとっては、２年生、３年生への進

級、高校への進学などがあります。令和７年が、生徒の皆さんにとっても、今帰仁中学校においても、古

いものを捨て新しいものを生み出す年、様々なものが大きく成長し発展していく年、新しいことを始める

チャンスがたくさん巡ってくる年になることを願いたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 


